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人間科学における対話的観測方法
渋 谷　　仙　　吉
　　　（数理物理学）
1　序論（観測論と認識論）
　人間や社会を対象とする経験科学の全体である人間科学において，一人称的「理解」と三
人称的「説明」とのあいだに研究方法的な裂け目が内在しており［1コ，この研究方法の裂け目
を融合するため二人称的立場からの研究方法が望まれている。しかし，二人称的な対話（共演）
を人間科学的側面から研究することは認識と同時に実践（行）を含んでいるのでたいへん難し
く研究が遅れており，いまだ未踏の分野とされている。本論では身近な「ブランコ共振現象」
をモデル化し，自分と他者との対話（共演），コミュニケーションをを媒介として自他の共感
的理解（ここでは共鳴認識と呼ぶ）に基づいて人間科学における対話的観測方法を提案する。
　観測論は観測者（主体）と対象（客体）との結びつきの論理であり，認識主体が対象をどのよ
うに認識するかという認識論と深く結びついている。従来，「主体」「主体性」というとき，
知性や意識を持っている人間のみに限って人間以外に適用することはほとんどなかった。し
かし，V．ヴァイツゼェカー著「ゲシュタルトクライスー知覚と運動の人間学」［2］では，意識
のない有機体も主体として環境と関わりをもつとし，生物や意識喪失状態の人にも適用して　’
いる。そこで，本論でも主体を能所または機能をもつものとして人間以外にも拡張して使用
していくことにする。
　近代認識論では，アプリオリに対象が措定されて先方にあり，認識主体がこちら側にあっ
て事物（対象）から発出した刺激が到着し，知覚心像が形成され，それを意識作用が見るとい
うカメラモデルの知覚論と見合う形で，外的対象一心的内容一意識作用の三要素がそろって
認識が成立するとされていた。広松も主張されていたように［3］，この構図では意識が直接に
認識できるのは内なる心的内容だけとなるので，他人（対象）の意識内実は認識不可能となり，
独我論となるので人問科学における観測ではこの三項図式を捨てる事にする。
　一般的に西洋の心理学的解明は感覚から始まり，行為に終わるのに対し，仏法の心理学は
行為（または行）を始めとして展開しているとされている［41。初め主客未分の生命は分極して
能知（主観）の側と所知（客観）の側とが顕著になるが互いに相補性を維持していると考えられ
ている。仏法の認識論の立場［5］・［6〕では，観測者の六根（眼，耳，鼻，舌，身，意）がその対境
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（対象）（色，声，香，味，触，法）に縁して六識（眼識，耳識，鼻識，舌識，身識，意識）即ち
認識（知識）が成立するとしているるこのとき，観測者の六根とその対象である六境は機能的
に平等で相互に作用するので，観測者と対象は相互に関係依存して一つのシステム（共存系）
を形成していると見なされる。これは，主体（能知）だけでなく対象（所知）も作用力と反作用
力の潜在的能力を平等に秘めていると考える事を前提としている。この前提は後述するよう
に物理とも矛盾しないことが示される。そこで，ブランコにある適した周期で力を作用させ
るとしだいに振幅が大きくなり共振する現象をモデル化し，観測者の手とブランコに乗って
いる他者（対象）は交互に共演者となり共振し，最も共振している状態が成立していると双方
が共通に認識し捉える過程を対話的観測方法として提案し，人間科学の自他理解を可能にす
る観測方法の一つとして研究する。
2　対話的観測とブランコモデル
　自然科学のように「存在の一部」，「もの」を対象とする観測方法では，観測者は観測系の
外から客観的に受動的に観測するという三人称的観測法が有効であった。ところが人間科学
のように観測者を含めた「存在の全体」，「ものごと」を対象とすると，観測者と観測系（対象
系）とからなる共存系または全体システムを観測することが必要となる。三人称的観測法であ
れば共存系の外にもう一人の観測者を立てなければならなくなる。さらにそれを確証するた
めに他の観測者が必要となり無限後退という矛盾におちいる。生命を対象とする人間科学に
おいてこの矛盾を解決するためブランコ共振現象をモデル化して対話による相互理解を得る
1つの対話的観測方法を展開する。
　深層心理学のように観測者が内から自己意識，・イメージ（夢）などを観測する一人称観測法
と，脳生理学的モデルのように他者理解のため観測者が他者（対象）を外から観測する三人称
観測法とが折り合いが悪く，人問科学にとって最大の難問となっている事が渡辺の論説［71に
記述されている。
　従来の自然科学の観測対象はすべて受動的な「もの」として扱われ，外から客観的に観測
された。この三人称観測法では観測者（能知）の方も対象からの情報を受け取り模写し記述す
るだけの受動的なものとみなされがちだった。心理学など人間科学では，観測者（能知）は受
動的だけでなく能動的となる場合も必要になるし，対象（他者）についての正しい認識を得る
ためには観測対象（他者）も潜在的能動性をもつとして相互作用することが要請される。それ
で，人間科学の場合，主として観測者の内からだけの主観的な一人称的観測や，対象の外か
ら冷静な一方的な三人称的観測は適さない。
　人間科学における一人称観測法と三人称観測法の乖離の問題を解決するためにまず，観測
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者とブランコに乗っている他者とが相互に周期的に押しあってエネルギーを交換し共鳴する
ブランコ共振現象をモデル化して理論的に研究する。次に，ブランコモデルを拡張して対話
による他者観察・理解のように，観測者と対象系が機能的関係で結びついており，交互に能
動的となったり受動的となったりしてエネルギー（情報）を相互に交換しあう対話的観測の研
究方法として対話的観測方法を提案する。
　ニュートンの第3法則（2つの物体が相互作用をするとき，物体1が物体2におよぼす力
F2、は，物体2が物体1におよぼす力F12と大きさが等しく方向が反対向きである）は，ブラ
ンコ共振現象において観側者と能動的な系とが交互に相互作用するときも成立するとみなさ
れる。よって，人間科学での力の相互作用においても観測者と対象系のどちらを中心に考え
るかによって，観測者（能知）と対象系（所知）が逆転することが期待される。この能・所逆転
の問題はコミュニケーションによる他者理解を考えるとき人格の絶対的独立性の問題と関連
しているので第4節で吟味する。
　さらに，ブランコモデルにおいて観測者と対象系がエネルギーを交互に交換し，ついに共
鳴状態が成立する。この共鳴状態では観測者とブランコに乗っている他者は同時に共鳴認識
が成立していると考えてよい。この共鳴状態のとき対象系（六境）が観測者（六根）に力または
エネルギー，情報を伝えること（意味理解）も，その逆方向，すなわち観測者（六根）から対象
者（六境）への力またはエネルギー，情報を伝えること（意味伝達〉も可能となるだろう。なぜ
なら，エネルギーのやり取りは一般的に物理的信号の授受とみなされるからである。
　あるものごとを見て観測するとき，同じ見る（see）ということに2つの意味がある。「これ
を見る」ということと・「これを何何と見る」（seesomethingassomething）ということは違
う。「～を見る」というのは「もの」を対象とし，客観的な知覚的認識の作用であるのに対し，
「～と見なす」というのは「こと」を対象とし，主観的な判断的認識の作用である。あひる
と兎の二義性のある図を見る事は「～と見なす」と判断することに相当するのでパタン認識
［8］とも呼ばれて，「非言語」による知の伝達の立場からも重要である。パタンを認めるとい
う事はすべての思考の共通の地盤にあり，最も基本的な心の働きであるからである。共鳴状
態においては，「～を見る」という客観的な知覚的認識や「～と見なす」という主観的な判断
的認識から能・所（両者）同時に主客未分の共鳴認識を得ると推測される。この共鳴認識は，
仏法の縁起的認識に相当するものであり，心だけで認識が成立するものでないというホワイ
トヘッドの認識に対する仮定を満たしている［9〕。
　この共鳴状態を通しての対話的観測方法は一人称観測のように一方向的に内から，また三
人称観測のように外から一方向的に1回だけの力の作用，一方通行のコミュニケーションで
なく，双方向からのコミュニケーションが可能となる。しかも何回も力のやりとり（交互作用）
し共演する事により，漸近的に共通の意味理解（共鳴認識）に達するという特色もある。した
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がって対話的観測のブランコモデルが共鳴状態すなわち共通理解，共鳴認識に達するまでに相
当の時間も根気も必要となろう。また，対話的観測法は，主語論理のように知覚的認識によ
る実体の同一に基づく論理ではなく，述語論理のように判断的認識による関係の同一性が本
質的となる側面も含む論理に基づいているので，論理の展開において連想，比喩などによる
記述も有効となる。
3　対話的観測方法
　§3－1ブランコモデルと対話的観測方法
　量子力学によれば，すべての物理量に関する情報は観測の結果として得られる。対象に光
があたっただけで見えるわけではなく，反射して返ってくる光線が眼に入ったという判断過
程を介して初めて見え，対象の観測が可能となる。観測行為には「区別」と「分類」の基準を立
て，それに基づいて刺激をパターン化し，ことの経過を推定し判断することが含まれる。相
手（対象）に情報を伝えるには多くの手段がある。人間2人の問は互いに言葉，身振り，文字
で通信できる。昔は太鼓の音，のろしなどを使ったが，今日，信号の伝達は始めと終わりの
ある波束の進む速さ，すなわち波のエネルギーの伝わる群速度で伝えられ，電気信号（パルス
波）として遠路通信も可能となっている圃。
　糸の一端に小さい物体をつるし，他端を釘に結んで，物体を一つの鉛直面の中で振動する
ようにした単振り子の運動は，閉じた系であり，おもりをつるす糸の長さとそこでの重力定
数を測定すると，その固有振動数はすぐ計算できる。これに対して，ブランコに乗っている
人とそれに力を作用させる観測者によって形成されるブランコモデルは相互に共振し，エネ
ルギーを交換し共鳴現象を起こす開いた系で，振れる範囲が大きくなり非線形効果が効いて
きてその固有振動数は単純に得られなくなる。この開かれた系としてのブランコモデルを物
と物との共振現象から潜在的に能動性を秘めた生体と生体との共鳴現象にまで拡張すること
を試みる。
　このように単振り子からブランコモデルに拡張すると観測者と対象（他者）との共演により
互いに力（またはエネルギー）のやり取り，それに伴う振幅の大小などの現象観察を介して自
他共に相互に意味のある情報を同時に交換し，自他のもつ意味も判断することが可能になる
と考えられる。
　ロープの長さ1や重力加速度gの測定はしないのでブランコに乗っている人は自分の固有
振動数ω。という他人にとって初め未知の情報を持っている。そのブランコに乗っている人を
観測者（振動数ωρが糸に垂直にリズミカルな力Foos（ωガ1）で押すことをくりかえし（露1，
2，…，n），より振幅を大きくする（図1）。
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　　　　　　　　　　　　　　図1．ブランコモデル・
　ブランコに乗っている人（観測系）とそれに力を作用させる人（観測者）から奪る共存系
　共振してブランコの振幅が極大となっている情況は自他共に認識（共鳴認識）できるし，こ
の共鳴した時の観測者の送っている振動数ωガ（この値を観測者は既知）が他者（対象）の固有振
動数ω。と等しいと認定すること（共鳴認識原理）ができる6このように，物理の単振りの固有
振動数の測定と違って，ブランコのロープの長さやその場の重力値を測定することなく，た
とえ振れる範囲が大きくなったとしても他者の固有振動数（他者の情報）を測定できる事がこ
の対話的観測法の特徴である。この観測過程を具体的に定式化するために，次の2つの法則
を確認する。
（i）観測者（我）と対象系（他人）とは互いに力の作用・反作用の法則に基づいて力を及ぽしあ
う・図のように・一プの長さ乙系の質動固有振動数醗再），糸が鉛直線となす角
をθ［rad］，時刻！での外力（F）の振動数をω、とすると，運動方程式は次の2階非斉次常微
分方程式となる
　42θ窺1“二覗gsinθ一F・・S（ωガ！）・ （1）
　ここで，θが十分小さいとしてs初θ舘θと近似し糸と垂直にブランコの進む向きにπ軸をと
り基準点Oからの時刻1での系の変位を1θ舘ls初θ＝π（！〉，一窺gs初θ二一アngθ二一n¢丑π（！〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一一繍（！）とする・ここで争ω祉おき・ω・は対象の賄振動数とみなす。さらをこ実体
の同一より関係の同一を表現するため，式（1）を等号から動的平衡記号に置きかえ
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　ゴ2劣（1）卿4渉2＋物翫3－F・・s（ω蕩（i＝1・2・…，n） （2）
　のように変形する。この動的平衡式の右辺は外力で，非斉次項と呼ばれるものに担当する。
ここで，記号←は観測者が系（他人）に及ぽす作用力を表す。記号→は系が観測者に及ぼす反
作用力を表す。
（ii）　動的平衡記号＃で記述された方程式（2）の平衡解を考察するために，2階非斉次微分方
程式に相当すると考えて，その左辺は考えている観測系を表し，右辺はその系に外から力を
作用させる系（観測者）とみなすと，式（2）はニュートンの運動方程式（1）とは違った開いた共
存系を記述していると解釈できる。等号による式（1）は閉じた系を一因説的な決定論の枠組み
での定式化と考えられるのに対し，動的平衡記号で記述された式（2）は　開放系を記述してい
ると解釈され，その右辺は振動を起こすことが可能な揺動力に相当する。交互に能・受可能
な二系から成る共存系と考えられるので，初め1つの系（左辺）に初期条件を与えてもその後
の時間発展がかならずしも正確に予言できなくなるし，外系から独立した連続的条件を与え
ることも可能となる。このように，非斉次微分方程式に相当する動的平衡方程式で記述され
る開放系の最終状態は確率性も入る可能性があり，初期状態によって一義的に定めるのは困
難になる。
　2階非斉次微分方程式に相当する動的平衡方程式（2）の一般解として次式を得る［111
　　　　　　　　　　F　　1κ（！）～α00S（ω。1＋α）＋一2　200S（ωガ！）．
　　　　　　　　　　”¢　ωガーωo
（3）
　この右辺第1項は　外力が作用しないときの系の固有振動（振幅α，初期位相α）を表し，
第2項はF／2n（ω3一ω多）の振幅をもつ強制振動項（または共鳴項）を表す。式（3）の右辺第1項
は外力のない場合の一般解で，初期条件2つを与えれば振幅αと初期位相αは決定されるが
ここでは式（3）の右辺第2項（共鳴項）のみを問題にする。
　横軸に観測者の与える振動数ωガ，縦軸に他者の強制振動振幅κ。＝（．F／窺）／（ω1一ω乞）をと
り，強制振動項をグラフに描くと図2のようになる（ω。は他者の固有振動数）。この図より冗。
は観測者の与える力の大きさFに比例し，与える振動数ωガにも依存し，特にωガがω。に近
ずくとき非常に大きくなる事がわかる。空気抵抗を考えないと，ωど→ω。のとき㍑。1→・・と
なるが，実際は空気抵抗があるので㍑。1は餅＝ω。のときも，ある有限値となる。観測者の
与える餅がω。の値に近くなるとき観測者の力が弱くとも他者は大きな振幅で共振する。こ
のような現象を共鳴とよび，共鳴状態にあるとき単位時間に観測者のする仕事は他者に最も
吸収されていることが証明され，観測者と他者は共通の共鳴認識を得ると考える（共鳴認識原
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　　　　　　　　　　　図2．強制振動の振幅
観測系の共鳴振幅x。で、摩擦力がはたらかないとき実線、はたらくとき破線
理）。
　ここで，観測者が振動数ωガをω1，ω2，…，ω．と変化させ，対象が固有振動ω。を保持して
いるとすると，次の3つの異なった振る舞いを観察できるだろう。
（イ）ωガ＞ω。：第2項の係数が正で，外力と変位の位相は一致する（同位相〉。
（ロ）ωガ＜ω。：第2項の係数が負で，外力と変位の位相はπだけ異なる（逆位相）。
（ハ）ωゴ＝ω。：振幅は最大となり，振幅共鳴をする（ω。の測定値はωゴ）。
　単振り子という閉じた系では，地球上の場所によって定まる重力加速度gと糸の長さ1が測
定されていれば，振幅が1に比べて小さいという条件を付けるとその固有振動数ω。は求まる。
しかし，ブランコモデルという開いた系においては，観測者とブランコの2つの部分系から
成っている共存系とみなしロープの長さ1と重力加速度gの測定はしないで共鳴状態になっ
た事を判断し他者の固有振動数ω。という情報（未知量）を共鳴状態のとき観測者の与えるωゴを
未知情報ω。に相当すると判定する（対話的観測方法）というユニークな方法である。相互作用
により振幅が極大となり共鳴状態に入ったことは眼で確認できるし，エネルギー交換量が極
大になるので観測者もブランコの人も同時に判断可能であると考えられる。同時とは2つの
事象間の絶対的な性質ではなく，観測者と事象との相互作用を含んだ関係である。以上の事
からこの対話的観測方法の特徴は次の三項にまとめられる。イ．従来の閉じた系の観測方法
のように独立した一回の測定ではなく，共鳴前からのエネルギーのやり取り（交渉）が継続し
ている連携プロセスを含んだ観測方法である。ロ．観測者とブランコ乗者は共同のマクロ非
線形場を形成していても，共鳴時の判断（共鳴認識）は同時になること。ハ．ブランコのロー
プの長さやその場の重力加速度を測定す事なしに，観測者の判断する他者の観測値は相当す
るブランコ乗者（他者）の共鳴時の判断内容に限りなく近くなる（共鳴認識原理）。
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　§3－2ブランコモデルでのエネルギー交換
　動的平衡解（3）で観測者が飢を既知量としてあたえても，ω。を未知量として含んでいるの
で共鳴項は決定されず不定であるように考えられる。観測者が対象系にいろいろな餅を作用
させ，振幅極大のときの共鳴状態を認知して，その時対象系の持っている情報ω。をその時観
測者の与えたω之判定し測定する。このときω声ω。と認定するので未知量ω。はただ一つに
決められる。この事を法則として認め我々は共鳴認識原理と定義する。共鳴しているとき，
自分（観測者）の与える振動周期を測ってもよい（一人称）し，振動の他者周期を測定（三人称）
しても振動周期の値は同・一になる。
　共鳴認識原理に基づく対話的観測方法は単なる物理的共鳴現象の研究と違い，観測者（主体）
と振り子（他者）が1つの系（システム）を作っており，両者の対話的相互作用を介して相互の
コミュニケーション（共通理解）が成立するという特色をもつことになる。このブランコモデ
ルの特徴は生体モデルにまで拡張できることを以下でさらに説明する。生体モデルにおいて
は，物理的力は生命力に，物理的エネルギーは生体エネルギーに拡張することは可能とされ
ている［121。
　ブランコモデルでは，ブランコに乗っている人と観測者が1つの共存システムを形成し相
互に力（生命力）をおよぽしあい，エネルギー（生体エネルギー〉を交換し合っているみなせる。
また共振したときは共演的行為が十分に成立し両者のある意見が一致し，他者を理解したと
みなすことができる。その共有された情報は，このモデルの観測者からすればブランコに乗
っている人の情報（固有振動数）を得たことになる。このブランコモデルのような共振現象は
潜在的能動性を秘めている物と物とのあいだだけでなく，人間と動物，人間と物，人間と人
間とのあいだなどいたるところで起きていることが知られている［13］。
　本論では，他者（対象）の固有振動数ω。を対象系の共振変位π（！）に伴う1つの未知の情報と
したが，このω。を対象系の持っている生体リズムの振動数（例えば，脳波の振動数，心臓の
拍動数）に拡張することは可能であろう。その時，共鳴する量も系の振れ（変位）から，対応す
る観測者の生体リズム（振動数）になると考えられる。このように生体リズムの情報を交換し，
共鳴状態を観測（認識）できれば，次節で論ずるように能動と受動の逆転可能性を示すことに
よりその情報の質的な側面としての意味内容としての意味伝達，意味理解も可能となろう。
4　能動と受動の逆転と他者理解
　人問科学における観測で，観測者（能動）と他者（受動）とは機能的に平等で相互交渉によっ
てブランコモデルのように共存系を形成し，観測者が他者へ送ったエネルギー（信号または情
報）を他者が観測者に返すエネルギー（信号〉を判断，測定することにより観測が成立する。特
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に対話的観測中は，非斉次微分方程式に相当する動的平衡方程式（2）の解釈で使った作業仮説
の中で，ある系が能動（主体）から受動（客体）へ自転したとき，他の系を中心に相互作用を考
えると能動，受動が交互に逆転することが期待される。そこで，この逆転現象を物理的，数
学的に，そして論理構造からも吟味してみる。観測者がブランコ乗者を押すだけでなく，ブ
ランコ乗者が能動的に観測者にぶつかり力を作用させると考えることも可能である。能・所
（主・客）どちらに重点を置いて考えるかにより能動から受動へ逆転するブランコモデルが，
ある人格と他の人格とのコミュニケーシヨンのモデルに対応するとも推定されるので，人格
の絶対的独立性と矛盾するという問題が提起されるので人格（ペルソナ）の本質の考察も行う
ことにする。
　§4－1能動と受動の逆転
　（i）作用，反作用の法則
　ニュートンの第三法則は，2つの物体が相互作用をするとき，物体1が物体2におよぽす
力瓦1は物体2が物体1におよぼす力君2と大きさが等しく方向が反対向きである，と表す事
ができる。すなわち君2＝一罵1．この法則は，力が常に対になって生じるという事と等価で
あり，単一の孤立した力は存在しえない事を示している。物体1が物体2におよぼす力を作
用力と呼び，物体2が物体1におよぼす力を反作用と呼ぶ。どちらの物体を中心にするかに
よって作用力と反作用力とは逆転可能となる。作用力は反作用力と大きさが等しく，方向が
反対であり，作用力および反作用力は別の物体に作用する。この法則に基づいて，どんな物体
（対象）でも作用力，反作用力をおよぼすことが可能であり，どんな物体（対象）でも，すなわ
ち潜在的能動性を備えていると解釈できる。
（ii）演算・機能（はたらき）と状態（もの）との逆転
「もの（状態）」と「はたらき（演算）」については数学の群論や量子力学で研究されているが，
ここではある1つの量が条件により，「もの」から「はたらき」へ，またその逆に回転する簡
単な例をあげるにとどめる。例えば，関数y二∫（π）は，一般にπという数をダという数へ対
応させる「はたらき（機能）」をすると考えられる。しかし，その関数ッ＝∫（幻に微分とい
う操作「はたらき」を作用させる（縁する）とみ（冗）／ぬ＝∫（X）’（勾配）という別の関数・別の
量（空間勾配）になる。すなわち，「はたらき」（演算）を4／ぬで表すと，この演算に∫（π）を作
用させると次式のように記述される
ゴ万∫（π）＝∫（万）㌧ （4）
この式は，「微分する」という操作に縁する前「はたらき」であった∫（x）がOperator（演
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算子）4／ぬに縁するとOperand（作用されるもの）∫（κ）という「もの」すなわち別の量に転化
していると解釈される［14］。このように，1つの関数（量）∫（x）は縁によって「演算」（はたら
き）となったり，「もの」（状態）となったりする。この例は1つの量が何に縁するか，どのよう
な演算子に作用されるかにより「もの」と「はたらき（機能）」が相互に逆転する事例を示し
ている。同様な事は，テンソル量と行列，古典的物理量とそれに対応する量子力学的な演算
子との間などでも成立している。縁によって機能が逆転する原理はブランコ乗者と観測者の
相互作用の前後にも適用され，「受動・他者」と「能動・観測者」の機能が逆転すると拡張解
釈する事を支持する。
　（iii）一因説から二因説へ
　あらゆる事象のよって来るところをたどっていき，そこに本源的な因をさぐろうとするこ
とは，西洋哲学の古くからの伝統であった。そこでは，第1原因としての実体を神という能
動者として位置付け，一切はそれを因として生じてくるとされている。このような思想傾向
は，唯心論，唯物論等にもみられ，論理構造の側面から“一因説”と名づけられている。こ
の一因説では，ある根本原因から受動的対象に向かって作用が放射線的に及ぶと考えるので，
客体（受動）から主体（能動）への逆転は論理的にありえない。
　これに対し，仏教の縁起論（因縁生起）は「内なる因と外なる因としての縁との相互作用が
なければ，現実の結果は何一つ生じない」という論理構造となっており，これは“二因説”
と呼ばれている圖。さらに，縁起論では因（内的な直接原因）と縁（外的な間接原因）は平等で
あり［16］，どちらを中心に考えるかによって因（主体）と縁（客体）とは自由に逆転できる論理構
造になっている。本論は，仏教の認識論，因と縁という二因説の論理に基づいて考察してい
るので，主体（能動）と客体（受動）の逆転は容易に起こりえる。
　§4－2ブランコモデルから生体システムモデルヘの拡張
　最近，人問を受動的に反応するオートマンやロボットとしてではなく，人間を能動的な人
格システムとしてみなす流れになっている。かっての科学では，互いに独立に調べることの
できる要素的単位の相互作用に観測される現象を還元していた。ところが最近の科学では，
バラバラに各部分を研究したのでは理解できないさまざまな秩序と全体性をもつシステム概
念が現れ，注目されている。研究対象が無生物，生物，社会現象にかかわらず，科学のあら
ゆる分野にこのような全体性をもつシステム概念とそれに連なる問題が現れている。いろい
ろ違う科学分野での一般的見解と観点が似ているだけでなく，いろいろ異なる分野に形式的
に同一の，つまり同形（isomorphic）な法則が見いだされている［17］。rシステム」の一定のク
ラス（類）あるいは部分クラスに対してそこに関与する実体の性質が何であるかにかかわらず，
多くの場合，同形の法則が成り立つ。一定の型のシステムであれば，システムの特殊な性質
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と関与する要素の如何にかかわらずあてはまる一般的なシステム法則が存在すると考えてよ
いだろう。
　さらに，システム理論と現代の通信理論は密接に関連しているし，通信理論での一一般概念
は情報の概念である。多くの場合，情報の流れはエネルギーの流れと対応している。例えば，
もし光の波がある物体からでて眼や光電管にとどけられれば，生物あるいは光電管になんら
かの反応を引き起こし，情報を伝えることができる。
　§4－3　他者（対象）理解の構制
　以上は共鳴観測方法のブランコモデルに対する情報交換，他者理解に関する科学的側面か
らの説明であるが，次にブランコモデルに対して哲学的側面からの説明を試みる。デカルト
の心身二元論に基づいて意識が各私的であり，直接に意識できるのは自分の意識内容だけで
あるという近代哲学における「三項図式」はすでに斥けている。代わりに，心身融合の仮説を
立て共鳴観測方法を仏教の六根六境，縁起，円融の三諦圖を基に解釈し，理論を展開してき
たが，さらにこの仏法の視点から共鳴における共鳴認識・他者理解と人格の絶対的独立性が
折り合うかどうかを考察しよう。
　人格を意味するラテン語ペルソナpersonaはもとギリシア劇の面を意味し，転じて劇にお
ける役割，登場人物をさす言葉であったが，さらに現実に適用されることになった。人間の
特性を，（イ）個体の側からとらえるか，（ロ）社会の側からとらえるか，（ハ）人（個体）と社会
（環境）との関係からとらえるかによって人格の意味するところが異なってくる。
　（ハ）の場合はさらに5つに区別できるが，ブランコモデルにおいては個体の側から捉える
人格の絶対的独立性を斥け，人個体と社会環境の関係から人格を個体とその環境の関連の場
とみなし，その関連場の構造（体制）から人格を規定する相対的人格と考えるとよい。近代に
おいては自己同一的な自我主体が支配して個体の成立を人問としての当然の前提としている
ところがあった。しかしわれわれ人間が，「人間」（ヒトではなく）となるのは，文字通り「人
間」として存在するからである。「人」と「間」の存在，つまり複数の「人」の造り出す共同
体のなかの，ネットワークの有機的一部という形で存在することによりお互いに習慣や目的
を共有することができるからである。
　人格（ペルソナ）は特定の他者との関係のなかで成立する人格であり，現実の人間関係のな
かで，ときには親であり，ときには子供である等など，それぞれの役割に応じて違った顔を
もつ。従って，ブランコに乗っている人も，ときには観測者に力を作用させる能動的であっ
たり，ときには観測者から力を受ける受動的であったりすることも可能である。人問を社会，
自然を含めた環境に開いているシステムとすると，人格は絶対的に独存する閉じたものでは
なく，人間と環境はマクロ非線形場または生命の場を形成し，人格とその環境は相補的関係
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にあり生命の場に融合していると考えるべきであろう。
　他者理解のために静的な仕方（言語的手段）と　動的な仕方（非言語的手段）が考えられる。
静的な仕方では相手の終極の行為をすべて知っていて現実に自分も経験しており，任意の瞬
間に相手の心的状態を心に描く事を必要とするので不可能であろう。動的な仕方で他者を理
解するには十分な共演的行為が成立していることが必要である［19L［20］。母子問には，言語以
前から心身共鳴の感応の原理により泣き声や表情を交信，理解が成立していると考えてよい。
人は誕生時にすでに意識能力を具えているとしても，感じ方や考え方の大部分は他人たちと
の協働，共感によって習得されるもので，単独的な営みによって得られるのでない。言語的
活動は共演的行為の重要な一種であり，共通理解，共感するための手段である。
　ブランコモデルで自他が身体的共鳴状態にあるとき自他の等量のエネルギー交換であり，
これは生体エネルギー交換でもあるので，心と生体エネルギーが融合していればブランコ共
鳴により相互の交互の意味伝達行は十分可能であろう。対話する行為は心のこもった言葉の
受け答えであり，対話による共感・共鳴が成立したときの共鳴認識に基づく対話的観測によ
り漸近的意味理解も可能となるだろう。この推測はデカルトの身心二元論では成立しないが
身心融合（色心不二）という仏法の生命哲学を仮説として認めれば支持される。なぜなら，対
話は身体の振動であり，自他の身体の共鳴はこの仮説により自他の心の共鳴ともなるから対
話的観測により自他の観察・理解が可能になるからである。
5　まとめ
　従来，人問科学における観測と解釈の問題から，観測方法は大きく2つに分類されていた。
第1は外観法に基づく外部観測法で「もの」を対象として「～を見る」という感覚的認識に
よるものであった。この外部観測方法は外因を重視した三人称的観測に属しており自然科学
の観測方法の主流とみなされていた。これは観測と解釈は別の行為であるとして全く理論体
系を前提としない「純粋な」観測を認めようとする立場でもある。第2は内観法に基づく内
観的観測法で「こと」を対象として「～と見なす」という判断的認識によるものであった。
この内部観測方法は観測者の内因を重視するので一人称的観測に属し，時空スケールを定義
してから観測，解釈する論理に基づいており，「観測することは，解釈すること」〔211として理
論体系を前提として出発する観測となる。これら2つの観測方法はどちらも一因説に基づき
外因，または内因のどちらかに重点を置き一方向からのみ観測するので部分観に留まり，全
体的な実相の観測がなされなかった。
　これらの相互に相反する観測方法を改善するために，まず観測する事と認識する事が不二
であるとの立場から互いに無関係に独存する概念「物」と「心」に分析還元して概念的拡張
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を考えるデカルト的な二元論的手法を捨て，近代西洋認識論の三項図式も斥け，仏教の縁起
的認識に基づいて観測方法を研究した。次に，観測者の生命と他者の応答現象の共鳴，共演
など具体的なエネルギー交換をするブランコモデルを使って，観測者の内因もブランコ乗者
の外因も機能的に平等に相互作用している共鳴状態を認める共鳴認識（縁起的認識）を介して
共鳴認識原理に基づく対話的観測方法により自他の相互理解・観測の可能性を究明した。
　ブランコモデルは，閉じた系としての物理的単振り子を外部から観測し固有振動を求める
観測法を拡張し，その非斉次微分方程式の実体の同一を表す等号を関係の同一性を表す動的
平衡記号と解釈し開放系として二因説的に動的平衡解を求めた。物理的な単振り子のように
ロープの長さと重力加速度を測定して固有振動数を求めるのではなく，観測者と他者が相互
作用によって結びついて共存系を形成しているので，自他の共鳴状態を共鳴認識することに
より，その時観測者の与えている振動数を共鳴値と判断し，それを共鳴認識原理に基づいて
他者の固有振動数と定めるという対話的観測方法を提案した。
　この対話的観測方法により，従来の乖離していた外部，内部観測方法を越えて，共鳴状態
の成立において観測者（内因）と他者（外因）とが力（エネルギーまたは信号）を相互に交換し，
作用・反作用の原理（または感応の原理）に基づいて能・所（主客）逆転する体験を通して，相
互理解・自他観測を可能にする1つの新しい観測法の道が発見された。
　本論文は，科学基礎論学会1999年5月，2000年6月，2001年6月講演会で発表した内容に
加筆して仕上げたものである。2人称観測理論については，東邦大学の渡辺教授に有意義な
議論をしていただき，ここに謝意を表す。
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AMethodofI：nteractiveObservation
in　the　Human　Sciences
Senkichi　SHIBUYA
　　　　The　observational　method　in　the　human　sciences　is　classified　into　the　following　two
methods．One　method　is　an　objective　observational　method　from　the　outside．The　other
method　is　a　subjective　observational　method　from　the　inside．Since　there　is　a　big
difference　between　these　two　methods，we　can　not　observe　the　real　aspect　to　promote
mutual　understanding　scientifically．
　　　　To　improve　the　two　conflicting　methods　we　study　forced　oscillations　of　a　swing
model　as　an　open　system　of　resonance　observation　and　have　proposed　a卿αho46ゾ
翻醐伽60δs67∂漉oninthehumansciences．Whengivenextemaltime－dependentforces
are　applied　to　the　swing　system　by　an　observer　the　resonance　behavior　of　the　system　is
investigated　from　a　viewpoint　of　mutual　energy　exchange，i．e．a　mutual　signal　exchange．
With　no　loss　ofgenerality，the　observer　gives　harmonically　oscillating　driving　forces　to
the　swing　system　and　experiences　the　resonant　response　ofthe　system　ashe　slowly　varies
the　driving　frequency．Then，the　observer　and　man　sitting　on　the　swing　have　common
76sonαn6660gηi！ion　through　the　experience　ofresonance，which　we　define1h61）万noゆ166ゾ
7召sonαno600gni！ガon．According　to　the　principle　we　can　estimate　that　the　driving　fre－
quency　of　the　observer　to　the　swing　is　equivalent　to　the　characteristic　frequency　of　the
man　sitting　on　the　swing．
　　　Observational　theory　corresponds　closely　to　epistemology　in　the　human　science，
because　the　observer（or　the　speaker）and　a　man（or　a　listener）are　equivalent　to　the
sublect　of　cognition　and　an　object　of　cognition，respectively．Buddhism　uses　the　term
“dependent　origination”（JP6n4）to　describe　symbiotic　relations．Nothing－no　one－
exists　in　isolation。The　method　of　interactive　observation　in　the　human　sciences　is　based
on　Bz644h該s！のりゑs！6窺ology，i．e．6ηgi’s　cognition．
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